
　
七
月
二
十
四
日

　
七
時
過
、
下
で
物
音
が
す
る
の
で
何
か
と
思
え
ば
左
官
屋
で
あ
っ
た
。
都

内
で
は
工
事
は
九
時
前
か
ら
な
ん
だ
け
ど
、
働
き
者
の
職
人
は
早
朝
か
ら
仕

事
し
た
い
の
だ
ろ
う
。
森
田
さ
ん
な
ん
か
は
朝
は
三
時
半
に
目
覚
め
ち
ゃ
う
、

と
言
う
の
だ
か
ら
。
職
人
の
規
準
と
一
般
的
な
都
市
生
活
者
の
規
準
は
ズ
レ

て
い
る
の
だ
が
、
一
律
に
約
束
事
は
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
ね
。
八
時
四

十
五
分
新
宿
。
四
名
で
利
根
町
へ
。
十
時
過
取
手
着
。
佐
藤
さ
ん
出
迎
え
。

蛟
も
う
神
社
隣
の
民
家
へ
。
笑
う
農
園
実
施
予
定
地
の
四
反
部
の
土
地
を
見

て
、
戻
る
。
平
坦
な
四
反
は
広
い
。
利
根
町
あ
た
り
で
は
農
家
は
大
体
一
反

百
万
円
位
で
畑
を
手
離
し
て
い
る
よ
う
だ
。
東
北
で
は
結
城
氏
に
よ
れ
ば
一

反
六
〇
万
円
だ
か
ら
、
ま
あ
理
解
で
き
な
い
数
字
で
は
な
い
。
約
二
十
名
程

の
百
人
ス
ク
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
。
良
い

民
家
と
作
業
所
で
、
こ
こ
を
百
人
ス
ク
ー
ル
の
拠
点
に
で
き
た
ら
イ
イ
ネ
。

風
が
良
く
抜
け
て
気
持
良
い
。
先
程
訪
ね
た
矢
尻
塚
の
風
を
思
い
起
こ
す
。

ヤ
キ
ソ
バ
、
野
菜
、
ビ
ー
ル
、
西
瓜
等
を
腹
一
杯
い
た
だ
く
。
眠
く
な
っ
て
、

民
家
に
上
が
り
込
み
三
〇
分
程
眠
る
。
百
人
ス
ク
ー
ル
農
園
の
将
来
等
を
話

し
合
い
、
十
四
時
過
会
は
修
了
す
る
。
十
五
時
過
石
川
よ
う
子
さ
ん
の
小
農

園
訪
問
。
石
川
さ
ん
は
百
人
ス
ク
ー
ル
の
初
回
か
ら
の
参
会
者
で
、
何
度
か

強
い
印
象
を
持
っ
て
い
た
。
い
つ
も
、
前
に
出
よ
う
と
は
し
な
い
の
だ
が
、

後
で
し
っ
か
り
支
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
感
じ
。
何
か
背
骨
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
感
じ
が
あ
っ
て
、
一
度
訪
ね
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
。

案
の
定
、
石
川
さ
ん
の
一
・
八
反
の
菜
園
は
見
事
な
モ
ノ
で
ゴ
ー
ヤ
、
ズ
ッ

キ
ー
ニ
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
中
国
菜
、
ブ
ド
ウ
、
西
瓜
等
多
彩
な
野
菜
が
栽

培
さ
れ
て
い
た
。
畑
の
中
央
に
気
持
ち
の
良
い
小
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
て
、

近
所
の
人
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
会
所
に
な
っ
て
い
る
。
石
川
さ
ん
は
七
十
三

才
だ
が
、
や
は
り
、
こ
れ
だ
け
の
見
事
な
菜
園
を
作
ら
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ

て
元
気
そ
の
も
の
、
ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
の
理
想
的
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
、
体
現
し
て
い
る
人
で
あ
る
。
東
北
の
結
城
登
美
雄
が
語
り
百

姓
で
あ
る
な
ら
、
石
川
さ
ん
は
、
す
で
に
そ
の
理
想
を
体
現
し
て
い
る
風
が

あ
っ
た
。
利
根
町
は
、
こ
の
石
川
さ
ん
の
菜
園
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
一
〇
〇

人
の
共
同
菜
園
運
動
を
繰
り
拡
げ
れ
ば
良
い
。
ス
ク
ー
ル
主
催
の
朝
市
、
朝

塾
も
し
た
ら
良
い
。
十
七
時
取
手
駅
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
、
二
〇
時
頃
世
田

谷
村
に
戻
る
。
夜
、
雄
大
の
友
人
の
ス
ワ
君
来
て
宿
泊
。

　
七
月
二
十
五
日
　
日
曜
日

　
朝
食
、
ス
ッ
ポ
ン
オ
カ
ユ
。
昨
日
、
利
根
町
の
石
川
菜
園
か
ら
い
た
だ
い

て
き
た
野
菜
は
昨
夜
す
ぐ
喰
べ
た
が
、
そ
の
残
り
を
食
す
。
こ
れ
は
勿
論
、

農
薬
を
使
用
し
な
い
有
機
農
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
十
時
二
十
八
分
発
あ

さ
ま
で
、
軽
井
沢
へ
。
磯
崎
新
宅
で
ソ
バ
を
ご
ち
そ
う
に
な
る
予
定
。
十
二

時
前
、
三
笠
山
中
の
磯
崎
宅
に
着
く
。
磯
崎
夫
妻
と
コ
ー
ヒ
ー
。
十
三
時
車

で
下
山
し
、
ソ
バ
屋
へ
。
磯
崎
さ
ん
愛
用
の
ソ
バ
屋
ら
し
い
。
地
酒
を
冷
酒

で
い
た
だ
く
。
こ
れ
は
美
味
。
ダ
テ
マ
キ
卵
も
柔
ら
か
く
出
来
て
い
た
。
ソ

バ
は
二
種
類
。
十
五
時
前
、
三
笠
に
戻
り
、
磯
崎
さ
ん
は
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

の
打
合
わ
せ
。
私
は
昼
寝
。
ま
こ
と
に
申
し
訳
な
い
。
利
根
町
、
猪
苗
代
、

古
川
の
農
園
ネ
ッ
ト
を
作
れ
な
い
か
の
ア
イ
デ
ア
浮
か
ぶ
。
磯
崎
宅
で
読
も

う
と
考
え
て
い
た
辺
見
庸
の
「
も
の
食
う
人
々
」
読
む
。
開
高
健
の
文
体
と

似
て
い
る
が
、
違
う
。
同
様
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
嗅
覚
を
感
じ
る
が
、
似

て
い
る
よ
う
で
、
違
う
の
だ
。
何
故
、
磯
崎
宅
で
読
も
う
と
考
え
た
の
か
、

不
思
議
。
開
高
、
辺
見
共
に
磯
崎
と
は
異
な
る
世
界
の
人
だ
と
思
う
が
。
十
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九
時
夕
食
。
七
名
。
昨
日
、
大
分
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
シ
ェ
フ
が
来
て
、
料
理

を
作
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
五
穀
リ
ゾ
ッ
ト
が
美
味
で
あ
っ
た
。
ほ
お
づ
き
を

初
め
て
喰
べ
た
。
佐
賀
牛
も
。
二
十
一
時
頃
、
東
京
へ
二
人
戻
り
、
二
十
三

時
半
頃
ま
で
、
夫
妻
と
家
内
を
交
え
て
談
笑
。
磯
崎
さ
ん
は
精
神
も
肉
体
も
、

老
い
て
い
な
い
。

-333-2-


